
平成３０年度 第２回教務主事補会議議事要旨 

日 時：平成３０年５月８日（火）１６：１０～１７：００ 

場 所：事務・教養棟 会議室Ｂ 

出席者： 教務主事、 専攻科長、  

欠席者：なし 

陪席者：  

議題 

１．機関別認証評価の基準について 

＜基準５、観点 5-3-①(8)成績評価等の客観性、厳格性を担保するため、どのような 

組織的な措置を行っているか。＞の７項目 

・【成績評価の妥当性の事後チェック】 

  各科目の到達目標、到達目標の評価方法と基準、学業成績の評価方法及び評価基 

準をシラバスに記載し、公開・活用している。シラバスに記載した学業成績の評価 

方法及び評価基準に基づいた成績評価シートを作成し、各科目の成績評価を行って 

いることよりチェックできているのではないかとの意見があった。 

成績・出欠に疑義がある場合の手続きについて学生に掲示周知し、授業担当教員 

に申し出る期間を設けている。 

・【答案の返却】 

  既に実施している。 

・【模範解答や採点基準の提示】 

 既に実施している。 

・【ＧＰＡの進級判定への利用】 

  当該学年の課程の修了を認定された者は進級又は卒業できるものとして、各学年 

の課程修了に必要な修得単位数、履修した授業科目の単位修得要件を定めている。 

  ＧＰＡの進級判定への利用は困難との意見があった。 

・【成績分布のガイドラインの設定】 

  実施していない。全学年同一試験を実施している科目でないと意味がないとの意 

見があった。 

・【複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返されていないことのチェック】 

  各科目の成績評価シートに複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返されていない 

ことをセルフチェックする項目を設けて対応するという提案を点検評価部会に提出 

することとした。 

・【試験問題のレベルが適切であることのチェック】 

モデルコアカリキュラムに対応してシラバスに記載した各科目の到達目標、授業

計画に基づいて試験問題を作成していることより、適切性は保たれているのではと 

の意見があった。 

  ＜基準１、観点 1-2-②(3)教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリ 

シー）はどのような内容を含んでいるか。＞の３項目 （資料１）

・どのような教育課程を編成するかを示している

・どのような教育内容・方法を実施するかを示している

・学習成果をどのように評価するかを示している

「学習成果をどのように評価するかを示している」に対する本校の対応について、
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  資料に基づき説明があり了承され、教務委員会に諮ることとした。 

２．その他 

  第４学年工場見学の目的、実施時期について意見交換が行われた。 
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平成３０年度 第４回教務委員会議事録 

日 時：平成３０年６月２７日（水）１４：４０～１５：２５ 

場 所：事務・教養棟 会議室Ｂ 

出席者： 委員長、 副委員長、  

 

 

欠席者：  

陪席者：  

議題 

１．デザイン基礎担当の割振りについて【資料１】 

資料に基づき説明があり、了承された。 

２．大学等における学修申請について【資料２】 

資料に基づき説明があり、了承された。 

３．公欠許可基準について【資料３】 

資料に基づき説明があり意見交換が行われ、了承された。 

４．機関別認証評価の基準について 

＜基準５、観点 5-3-①(8)成績評価等の客観性、厳格性を担保するため、どのような組織 

的な措置を行っているか。＞の７項目 

 6/5プレ審査内容の結果を受けて、以下のとおり対応する旨説明があった。 

・【成績評価の妥当性の事後チェック】 

  5/30教務委員会提案のとおり、自己点検評価を該当するとして対応する。 

・【答案の返却】 

  すでに実施している。 

・【模範解答や採点基準の提示】 

すでに実施している。 

・【ＧＰＡの進級判定への利用】 

  ＧＰＡの進級判定への利用は困難。 

・【成績分布のガイドラインの設定】 

  実施していない。 

・【複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返されていないことのチェック】 

  各科目の成績評価シートに複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返されていないこと 

をセルフチェックする項目を設けて対応する旨意見があった。 

・【試験問題のレベルが適切であることのチェック】 

実施していない。 

５．授業アンケートの電子化について 

全学生が授業中に Moodle でアンケートを実施することについて、一斉にアクセスすると 

サーバー許容量的に困難との意見があった。

アンケート実施方法、回収率向上等をＦＤ部会で検討することとした。

６．学内合宿要項の一部改正について【資料４】 

資料に基づき説明があり、了承された。 
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７．その他 

・専攻科分科会：7/31(火)及び 9/7(金)に学位授与申請関係ガイダンスを実施する旨説明が

あった。 

・学生表彰選考分科会：特になし

・複合型生産システム工学プログラム推進部会：特になし

・ＦＤ部会：公開授業への参加について協力依頼があった。

・情報教育部会：夏季休業中に E-Learningによる情報モラルに関する課題を出す予定である 

こと、情報セキュリティに関してシラバスを修正するかもしれないこと、学 

生Office365利用再開に係るE-Learning教材視聴の時間割案を作成中である 

ことの説明があった。 

・創造活動プロジェクト：特になし
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平成３１年２月

教 務 主 事

答案等の保管に当たっての留意事項

Ⅰ JABEE受審用「可」答案等の保管について

学科第 4 学年以上の答案等の保管方法については，ひとまず保留とします。JABEE 受審へ向け

た具体的な対応が必要になった時点で対応できるように保管願います。 

Ⅱ 学科 1～3 学年を含むすべての答案等の保管について 

学科 1～5 学年及び専攻科の中間試験及び定期試験の答案等については，以下の項目に留意し，

すべての答案等を PDF形式の電子データで保管してください。 

PDF形式の電子データの保管方法は，「答案・成績等電子データ保管サーバ利用ガイド」をご参照

下さい。 

レポートや小テストなどの紙媒体の資料につきましては，研究室に確実に保管いただくか，2 寮

の JABEE準備室に保管して下さい。鍵の貸し出しは総務課総務企画係で行います。 

1. 試験問題の項目ごとに，シラバスに記載した「授業計画」内「週ごとの到達目標」の番号（こ

の授業で習得する「知識・能力」の番号），及び配点が明記されていること。

2. 複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返されていないこと。同じ試験問題とは、８割以上が

同じであることを目安とする。

3. 実験・実習科目のレポート等は，科目名・実施年度・担当教員名・学年・クラス等，必要と

思われる情報を明記した上で，研究室に確実に保管いただくか，2 寮の JABEE 準備室に保管す

る。

Ⅲ 答案保管用ファイルについて 

 保管用ファイル（Ａ４版ドッチファイル）及び表紙・背表紙シール等が必要な場合は，授業科目

名，学科（専攻），学年（年次），必要枚数を明記したメールで，総務課総務企画係に依頼して下さ

い。 

（１）Ａ４版ドッチファイル（「可」答案等保管用）

ブルー（学科）

グレー（専攻科）

不明な点は，各科の点検評価部会員にお尋ね下さい。 
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平成３０年度「教務指針」 

１．教務に係る規則等(教員手帳掲載事項) 

２．答案の保管要領 

保管方法について，別途連絡する。 

３．教務関係確認事項 

(1) 学習・教育到達目標の周知について

各学科及び複合型生産システム工学に係る学習・教育到達目標は，年度始めに必ず学級担任等

から全学生へ周知するものとする。 

(2) シラバスの周知について

授業担当教員は当該授業科目にかかるシラバスの内容を第１回目の授業の際に学生に周知す

るものとする。 

(3) 中間試験，定期試験の実施について

中間試験，定期試験では以下のことに留意し，また，学生に周知・徹底するものとする。

① 試験当日の出題者の病気や事故等に備えるため，試験問題はできる限り前もって準備して学

生課教務係に託し，当日教務係で受領して実施するように努める。 

② 複数のクラスで同時に試験をする科目については，出題者等は試験開始後に各クラスを巡回

し説明を行う。 

③ 筆記用具，貴重品及び指定された物以外は持ち込みを禁止する。携帯電話は電源を切り，鞄

に入れる。 

④ 机の中には何も入れないように指導し，確認すること。机の上に置いて良いものは筆記用

具・消しゴム・指定された物のみとし，筆箱は置かせないこと。机・壁に落書きがある場合は

試験開始までに消させること。 

⑤ 試験開始のチャイムで解答を始めさせるものとする。

⑥ 50 分試験については試験開始後 30 分，90 分試験については 60 分を経過後の試験室への入

室は認めない。 

⑦ 不審な振る舞いが見えた時は，本人に静かに注意する。不正行為の証拠が歴然たる時は，直

ちに退席させ，試験終了後，その旨学級担任及び教務係へ連絡する。不正発覚後は，当該科目

以後に実施する試験科目の受験は許可せず，原則として自宅謹慎させる。 

なお，不正行為の取扱いは，「学業成績評価基準」第７条によるものとする。 

⑧ 試験中に急に発病した者がいた場合は学生課学生支援係へ行くよう指示する。この学生が保

健室等で受験を希望する場合は，学級担任又は教務主事補が保健室等で監督に当たるものとす

る。なお，試験中にトイレへ行きたい旨の申し出があった場合は，状況に応じ許可するものと

する。 

⑨ 試験開始後は，50 分試験では試験終了まで，90 分試験では 60 分を経過しないうちは退席

させない。また，トイレ等により退席した場合，90 分試験については 60 分を経過している場

合は，試験室への再入室を認めない。なお，退席する場合は，周りの迷惑にならないよう指導

する。退室者については他の教室の迷惑にならないように，学生控室（別途指定）で学習する

ように指導する。 
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⑩ 試験終了後，出席学生数と答案枚数があっているかを確認するものとする。

⑪ 中間試験の時間数は授業時数に含め，定期試験は授業時数に含めない。

⑫ 非常勤講師担当科目の試験監督をする教員は，当該試験終了後，速やかに教務係へ答案を戻

すものとする。 

⑬ 試験監督の際は，公正に試験が実施されるよう常に注意を払い，本・パソコン等は持ち込ま

ないこと。 

⑭ 追認試験の監督要領も，上記要領に準ずるものとする。

(4) 中間試験，定期試験の試験問題の作成と管理にあたっては，以下のことに留意するものとする。 

① 試験の設問ごとに、「知識・能力」の文言に続けて、シラバスに記載した「授業計画」の到

達目標の番号を必ず明記する。 

② 試験の設問ごとに配点を明記する。

③ 出題された問題に対しては模範解答を作成しておく。

④ 試験問題作成・保存中は必ず自室に施錠するなどして，厳重に管理するものとする。

(5) 中間試験，定期試験の答案返却では，以下のことに留意するものとする。

試験終了後の最初の授業で，答案は一旦学生に返却し，学生自身による「知識・能力」の達成

度の確認を行わせるものとする。 

(6) 学生が病気等により定期試験を受けられない場合の診断書又は証明書の取扱いについて

① 学生が定期試験を病気等で欠席する場合，担任，専攻科長補佐は学生に診断書又は証明書を

提出させ，教務主事が当該事実を認めた場合に限り，担任，専攻科長補佐は欠席する試験科目

の担当教員に連絡し，追試験の措置について依頼を行う。

② 学生から提出された診断書又は証明書は，追試験の対象となる授業科目名と併せて担任，専

攻科長補佐から教務係へ提出する。

③ 中間試験の場合も同様の措置とする。

④ インフルエンザ等で多くの学生が試験の欠席をしたような場合は，追試験の管理を教務係で

行うこととする。

(7) 再試験の取扱いについて

授業担当教員は，教科指導の一環として再試験を行うことができるが，予めシラバスに記載し

ておくものとする。また，原則として，第３学年以上の学年末試験（前期で終わる科目にあって

は前期末試験も含む。）では再試験を行わないものとする。 

(8) 再試験，追認試験における留意点について

① 再試験，追認試験の実施に際しては，事前に学生をよく指導した上で試験に臨ませるよう努

めるものとする。 

② 事前指導(補講等)を行った場合は，そのエビデンスを何らかの形で残すものとする(実施日，

実施内容等のメモなど)。 

③ 再試験は，試験期間（試験開始日の 2週間前から試験終了日）中は行わないこととする。

(9) 選択科目の履修の変更について

① 当初の履修計画に履修科目を追加する場合は，学生が教務係へ申し出ることとする。

また，同時開講科目については，人数調整を実施していない科目のみ変更できるものとし，

人数調整を実施した科目については，履修の変更はできないものとする。 
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② 履修申請した授業科目を辞退する場合は，学生が教務係へ申し出ることとする。

③ 上記①②の申し出期限は，前期開設科目及び通年科目は４月下旬，後期開設科目は１０月中

旬とする。 

(10) 「授業とみなす学校行事」の取り扱いについて

本校の学習・教育到達目標達成のために必要な行事を「授業とみなす学校行事」とし，正規

の授業の一環として授業の中に組み込むものとする。「当該日の授業科目」は授業時数としてカ

ウントし，これらの行事を正当な理由（公欠に準ずる理由）なく欠席した場合は，「当該日の授

業科目」を欠席したものとして取り扱う。また，「授業とみなす学校行事」を欠席した場合，学

級担任は欠席者氏名を教務係へ報告し，教務係から当該日の授業担当教員へ欠席の連絡をする

ものとする。 

「授業とみなす学校行事」 

・新入生合宿研修（４月・第１学年）

・学外研修（４月・第２学年）

・学外研修（10 月・第１学年）

・研修旅行（10 月・第２学年）

・合同業界説明会，合同大学説明会（11 月予定）

・学習到達度試験（実施時期未定）

・工場見学旅行（12 月・第４学年）

・卒業研究発表会（１月・第４，５学年）

(11) 授業の振替及び代講措置について

授業は原則として休講を認めない。原則として，他の授業との振替を行い，やむを得ない場

合は課題等による代講を検討する。水曜日７～８限など空いている時間帯に振り替えてもよい。

振替及び代講は事前に学生への連絡を行うとともに，所定の様式に記載して教務係へ届けるも

のとする。 

(12) 授業中の学生指導について

授業中，授業妨害に類するような言動をする学生については，まず口頭で十分注意・指導を

行うものとする。それにもかかわらず態度が改まらず，授業の続行が妨げられると判断した場

合は，教室外に出させる等の処置をしてもよいものとする。その場合，出欠は「早退」とする。 

また，授業終了後に，その旨を担任（非常勤講師にあっては教務係）等へ連絡するものとする。 

授業中の携帯電話・ミュージックプレーヤ・ゲーム機の使用の禁止を厳しく指導し，必要な

ら授業時間中機器を教卓上に保管する等，全教員が態度を同じくして臨むこととする。 

(13) 公欠許可基準について

公欠は「公的理由等による欠席の取扱基準」により許可基準が示されているが，「学習時間

の保証」という考え方の下，厳格な対応をとるものとする。個々については教務主事が判断す

るが，以下の項目については原則として公欠を許可しない。 

・クラブの試合準備のための手伝い(高専体育大会を除く)や応援等

・平日の特別活動や卒業研究を除く授業時間内の留学生や 5 年生の地域交流活動等

・大学編入学等に係る大学見学

就職・進学に係る事項(会社主催の懇談会，就職・大学編入学試験前後の日の取扱い，自由
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応募に関する説明会や試験など)は，可能な限り，事項を証明できる書類や学科長の意見書を

添付するものとする。 

学会発表，クラブ活動及びプロジェクト活動に関する公欠は，公欠願に担任の押印の他にク

ラブ部長等の押印で事実確認をするものとし，当該日の 5 日前までに提出するものとする。

また，クラブ部長及びプロジェクト責任者は，教員の提出する「学生のクラブ活動等に係る公

欠について」を当該日の 5 日前までに提出するものとする。 

(14) オフィスアワーズについて

教員は原則として週１回（16:00～17:00）オフィスアワーズを設けなければならない。

オフィスアワーズの実績は，年度末に教務係へ提出するものとする。

(15) 台風時の授業の取扱いについて

台風が本県を通過するおそれがあり，気象官署から鈴鹿市に暴風警報が発表された場合，学

生が在校している時は授業等を中止し，待機，下校又は避難等を指示するものとする。また，

朝６時の時点で鈴鹿市に暴風警報が発表されている場合は，同日は臨時休業とし，授業予備日

等に振替授業を行うものとする。 
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平成３１年度「教務指針」 

１．教務に係る規則等(教員手帳掲載事項) 

２．答案の保管要領 

保管方法について，別途連絡する。 

３．教務関係確認事項 

(1) 学習・教育到達目標の周知について

各学科及び複合型生産システム工学に係る学習・教育到達目標は，年度始めに必ず学級担任等

から全学生へ周知するものとする。 

(2) シラバスの周知について

授業担当教員は当該授業科目にかかるシラバスの内容を第１回目の授業の際に学生に周知す

るものとする。 

(3) 授業の実施について

① 授業の実施にかかる学生の入退室は，以下のとおり取扱うものとする。

・1時限 45分ごとに，授業開始後の入室は 20分経過までを遅刻，以降は欠席として取扱う。

また，授業終了 20分前までの退室は欠席，以降は早退として取扱う。

② 授業担当教員は，教科指導の一環として学外で授業を行うことができるものとし，学外授業

（デザイン基礎を含む）を実施する場合，授業担当教員は事前に「学外授業届出書」を校長

に届け出ることとする。

(4) 中間試験，定期試験の実施について

中間試験，定期試験では以下のことに留意し，また，学生に周知・徹底するものとする。

① 試験当日の出題者の病気や事故等に備えるため，試験問題はできる限り前もって準備して学

生課教務係に託し，当日教務係で受領して実施するように努める。 

② 複数のクラスで同時に試験をする科目については，出題者等は試験開始後に各クラスを巡回

し説明を行う。 

③ 筆記用具，貴重品及び指定された物以外は持ち込みを禁止する。携帯電話は電源を切り，鞄

に入れる。 

④ 机の中には何も入れないように指導し，確認すること。机の上に置いて良いものは筆記用

具・消しゴム・指定された物のみとし，筆箱は置かせないこと。机・壁に落書きがある場合は

試験開始までに消させること。 

⑤ 試験開始のチャイムで解答を始めさせるものとする。

⑥ 試験時間は，50 分試験又は 90 分試験とする（延長は認めない）。

⑦ 50 分試験，90 分試験いずれも試験開始後 20 分経過後の試験室への入室は認めない。

⑧ 不審な振る舞いが見えた時は，本人に静かに注意する。不正行為の証拠が歴然たる時は，直

ちに退席させ，試験終了後，その旨学級担任及び教務係へ連絡する。不正発覚後は，当該科目

以後に実施する試験科目の受験は許可せず，原則として自宅謹慎させる。 

なお，不正行為の取扱いは，「学業成績評価基準」第７条によるものとする。 

⑨ 試験中に急に発病した者がいた場合は学生課学生支援係へ行くよう指示する。この学生が保

健室等で受験を希望する場合は，学級担任又は教務主事補が保健室等で監督に当たるものとす
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る。 

⑩ 試験開始後は，50 分試験，90 分試験いずれも試験終了まで退席させない。なお，試験中に

トイレへ行きたい旨の申し出があった場合は，許可するものとする。

⑪ 試験終了後，出席学生数と答案枚数があっているかを必ず確認するものとする。

⑫ 中間試験の時間数は授業時数に含め，定期試験は授業時数に含めない。

⑬ 非常勤講師担当科目の試験監督をする教員は，当該試験終了後，速やかに教務係へ答案を戻

すものとする。 

⑭ 試験監督の際は，公正に試験が実施されるよう常に注意を払い，本・パソコン等は持ち込ま

ないこと。 

⑮ 追認試験の監督要領も，上記要領に準ずるものとする。

(5) 中間試験，定期試験の試験問題の作成と管理にあたっては，以下のことに留意するものとする。 

① 試験の設問ごとに、「知識・能力」の文言に続けて、シラバスに記載した「授業計画」の到

達目標の番号を必ず明記する。 

② 試験の設問ごとに配点を明記する。

③ 出題された問題に対しては模範解答を作成しておく。

④ 複数年次にわたり同じ試験問題を繰り返さないものとする。

⑤ 試験問題作成・保存中は必ず自室に施錠するなどして，厳重に管理するものとする。

(6) 中間試験，定期試験の答案返却では，以下のことに留意するものとする。

試験終了後の最初の授業で，答案は一旦学生に返却し，学生自身による「知識・能力」の達成

度の確認を行わせるものとする。 

(7) 学生が病気等により定期試験を受けられない場合の診断書又は証明書の取扱いについて

① 学生が定期試験を病気等で欠席する場合，担任，専攻科長補佐は学生に診断書又は証明書を

提出させ，教務主事が当該事実を認めた場合に限り，担任，専攻科長補佐は欠席する試験科目

の担当教員に連絡し，追試験の措置について依頼を行う。

② 学生から提出された診断書又は証明書は，追試験の対象となる授業科目名と併せて担任，専

攻科長補佐から教務係へ提出する。

③ 中間試験の場合も同様の措置とする。

④ インフルエンザ等で多くの学生が試験の欠席をしたような場合は，追試験の管理を教務係で

行うこととする。

(8) 再試験の取扱いについて

授業担当教員は，教科指導の一環として再試験を行うことができるが，予めシラバスに記載し

ておくものとする。また，原則として，第３学年以上の学年末試験（前期で終わる科目にあって

は前期末試験も含む。）では再試験を行わないものとする。 

(9) 再試験，追認試験における留意点について

① 再試験，追認試験の実施に際しては，事前に学生をよく指導した上で試験に臨ませるよう努

めるものとする。 

② 事前指導(補講等)を行った場合は，そのエビデンスを何らかの形で残すものとする(実施日，

実施内容等のメモなど)。 

③ 再試験は，試験期間（試験開始日の 2週間前から試験終了日）中は行わないこととする。
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(10) 選択科目の履修の変更について

① 当初の履修計画に履修科目を追加する場合は，学生が教務係へ申し出ることとする。

また，同時開講科目については，人数調整を実施していない科目のみ変更できるものとし，

人数調整を実施した科目については，履修の変更はできないものとする。 

② 履修申請した授業科目を辞退する場合は，学生が教務係へ申し出ることとする。

③ 上記①②の申し出期限は，前期開設科目及び通年科目は４月下旬，後期開設科目は１０月中

旬とする。 

(11) 「授業とみなす学校行事」の取り扱いについて

本校の学習・教育到達目標達成のために必要な行事を「授業とみなす学校行事」とし，正規

の授業の一環として授業の中に組み込むものとする。「当該日の授業科目」は授業時数としてカ

ウントし，これらの行事を正当な理由（公欠に準ずる理由）なく欠席した場合は，「当該日の授

業科目」を欠席したものとして取り扱う。また，「授業とみなす学校行事」を欠席した場合，学

級担任は欠席者氏名を教務係へ報告し，教務係から当該日の授業担当教員へ欠席の連絡をする

ものとする。 

「授業とみなす学校行事」 

・新入生合宿研修（４月・第１学年）

・学外研修（４月・第２学年）

・学外研修（10 月・第１学年）

・研修旅行（10 月・第２学年）

・合同業界説明会（10 月予定）

・学習到達度試験（実施時期未定）

・工場見学旅行（12 月・第４学年）

・卒業研究発表会（１月・第４，５学年）

(12) 授業の振替及び代講措置について

授業は原則として休講を認めない。原則として，他の授業との振替を行い，やむを得ない場

合は課題等による代講を検討する。水曜日７～８限など空いている時間帯に振り替えてもよい。

振替及び代講は事前に学生への連絡を行うとともに，所定の様式に記載して教務係へ届けるも

のとする。 

(13) 授業中の学生指導について

授業中，授業妨害に類するような言動をする学生については，まず口頭で十分注意・指導を

行うものとする。それにもかかわらず態度が改まらず，授業の続行が妨げられると判断した場

合は，教室外に出させる等の処置をしてもよいものとする。その場合，出欠は「早退」とする。 

また，授業終了後に，その旨を担任（非常勤講師にあっては教務係）等へ連絡するものとす

る。 

授業中の携帯電話・ミュージックプレーヤ・ゲーム機の使用の禁止を厳しく指導し，必要な

ら授業時間中機器を教卓上に保管する等，全教員が態度を同じくして臨むこととする。 

(14) 公欠許可基準について

公欠は「公的理由等による欠席の取扱基準」により許可基準が示されているが，「学習時間

の保証」という考え方の下，厳格な対応をとるものとする。個々については教務主事が判断す
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るが，以下の項目については原則として公欠を許可しない。 

・クラブの試合準備のための手伝い(高専体育大会を除く)や応援等

・平日の特別活動や卒業研究を除く授業時間内の留学生や 5 年生の地域交流活動等

・大学編入学等に係る大学見学

就職・進学に係る事項(会社主催の懇談会，就職・大学編入学試験前後の日の取扱い，自由

応募に関する説明会や試験など)は，可能な限り，事項を証明できる書類や学科長の意見書を

添付するものとする。 

クラブ活動及びプロジェクト活動に関する公欠は，クラブ部長及びプロジェクト責任者が

「学生のクラブ活動等に係る対外試合参加，公欠について」を当該日の 5 日前までに提出す

るものとする。また，学生が試合等当日に参加しなかった場合，クラブ部長及びプロジェクト

責任者は，試合等終了後速やかに，当該学生のクラス出席番号，氏名を教務係に連絡するもの

とする。 

学会発表に関する公欠は，公欠願に担任の押印の他に担当教員等の押印で事実確認をするも

のとし，当該日の 5 日前までに提出するものとする。 

(15) オフィスアワーズについて

教員は原則として週１回（16:00～17:00）オフィスアワーズを設けなければならない。

オフィスアワーズの実績は，年度末に教務係へ提出するものとする。

(16) 台風時の授業の取扱いについて

台風が本県を通過するおそれがあり，気象官署から鈴鹿市に暴風警報が発表された場合，学

生が在校している時は授業等を中止し，待機，下校又は避難等を指示するものとする。また，

朝６時の時点で鈴鹿市に暴風警報が発表されている場合は，同日は臨時休業とし，授業予備日

等に振替授業を行うものとする。 
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令和元年度 第１回 点検評価部会 議事録 

日 時：令和元年８月５日（月）１１：００～１２：１０ 

場 所：会議室Ｂ 

出席者： 部会長， 副部会長， (M)， (E)， (I)， (I)， (C)， 

(G)， （総務課）， （学生課）各部会員 

 複合型生産システム工学プログラム推進部会長 

欠席者： (S) 

陪 席： 総務課長補佐， 総務企画係長 

議事 

１．本年度の活動についての確認 

部会長より，本年度の活動について，事項書に基づき説明があった。 

２．鈴鹿高専の目的の周知に関するアンケート調査（教職員・非常勤講師） 

部会長より，鈴鹿高専の目的の周知に関するアンケート調査について，事項書

に基づき説明があった。担当した 教員から，ほぼ全員の約１２０人から回答があり，

評価は５段階中，平均４．４であった旨報告があった。また今後は，非常勤講師につ

いてもＱＲコードから，ネット上で回答してもらいたいとの発言があった。 

３．学生との意見交換会 

部会長より，学生との意見交換について，事項書に基づき説明があった。 

意見交換会で提出された意見等については，各科会議等で審議のうえ関係主事に報

告し，関係主事が全学科分をとりまとめ，主事補会議で対応を検討し議事録に記録し

た後，年度内に対応結果を学生に報告できるようにすることになった。 

４．答案保管状況のチェック 

部会長より，答案保管状況のチェックについて，事項書に基づき説明があった。 

答案の保管は再試験についても行うこと。複数年次にわたり同じ試験問題が繰り返

されないこと。同じ試験問題とは，８割以上が同じであることが目安であることを確

認した。 

５．専攻科修了生上司へのアンケート調査 

部会長より，専攻科修了生上司へのアンケート調査について，事項書に基づき

説明があった。担当の 教員からは，ＷＥＢで実施するアンケートについて，本校Ｈ

Ｐの掲載場所等について留意事項が説明された。 
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６．運営諮問会議に向けた自己点検評価報告書作成 

部会長より，運営諮問会議に向けた自己点検評価報告書作成について，事項書

に基づき説明があった。第４期中期目標・中期計画に対して作成する自己点検評価報

告書について，事項書のとおり担当，フォーマット，スケジュール等を確認した。 

スケジュールについては，９月２０日頃に 補佐からチェックシートの作成依頼

が関係各位にあるので，１０月以降に各担当が自己評価書のチェックを行うことによ

り，１１月７日以降の事項書のスケジュール案につながっていく旨の補足説明があっ

た。 

７．その他 

次回の部会は，１２月末に開催する。 

資料1-3-1-(1)-08

2



1 

令和元年度 第 2 回 教職員会議議事録

日  時  令和元年 7月 17日(水) 15時 00分－15時 58分 

場  所  第 3合併講義室 

出 席 者  教職員会議構成員 

欠 席 者  

 各教職員 

【事項】 

１．副校長・主事からの報告 

(1) 副校長から，資料 1-1に基づき説明があった。合同業界説明会について、第 3学年

の積極的な参加を募るため、担任には学生への周知について協力願いたいとの依頼が

あった。就職・進学体験集について、pdf化し学外からは見られないよう PWを設定す

るなどして公開を検討しているとの報告があった。 

・資料 1-1「副校長報告」

(2) 教務主事から，資料 1-2 に基づき説明があった。中間・定期試験について、毎年同じ試

験問題としないこと、試験終了後は出席学生数と答案枚数があっているかを必ず確認すること、

試験監督中は監督業務に集中するよう依頼があった。第3学年以上については試験中でも私服

も可となったとの報告があった。

・資料 1-2「教務主事報告」

(3) 学生主事から，資料 1-3に基づき説明があった。SNSでの本校学生の発言について、

今回については処分の対象にはならないが、今後同じような問題が起きた際にどこ

まで対応するかが課題になるとの報告があった。地域住民からのクレームについて、

教室の掲示装置で注意喚起をしたら改善されたとの報告があった。

・資料 1-3「学生主事報告」

(4) 寮務主事から，資料 1-4 に基づき説明があった。女子寮の消灯後安全点検について、

女性の教員が泊まる場合はご協力願いたいとの依頼があった。夏季休業中の寮生の

自転車について、学外に放置せず有料の駐車場を利用するよう、前期末のクラスで

のガイダンスにて周知にご協力願いたいとの依頼があった。

・資料 1-4「寮務主事報告」
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(5) 研究主事から，資料 1-5に基づき説明があった。科研費合宿と研究会に積極的に参

加すること及び査読を希望する場合はできるだけ早く申請書を準備するよう依頼が

あった。 

・資料 1-5「研究主事報告」

教員より、試験中の注意事項を見直すきっかけとなった試験についての情報共有

に関して意見があり、 教務主事より、具体的なことについては執行部で現在検討

中である旨説明があった。また、前回の教職員会議が 18時まで延長された件について、

時間外勤務にあたるのではとの質問があり、事務部長より、時間外手当の対象になると

の回答があった。 

教員より、国体フェスのカウントダウンボードについて、機械工学科・電気電子

工学科・電子情報工学科の学生と教員が共同で制作したとの補足説明があった。 

２．事務部からの報告 

総務課長から、喫煙場所の変更について説明があった。7 月から事務･教養棟屋上に喫

煙場所を仮設置することとなり、高専祭やクラブ等で学外者が来る場合は、全面禁煙にて

対応することとなった旨報告があった。 

３．その他 

 教員から、資料 3 に基づき説明があった。入学試験説明会について、入試広報室

員が中心になるかと思うが各科にて対応いただきたいとの依頼があった。リーフレット

や募集要項に載っていない情報については公にはできないため、説明の際には注意して

いただきたい旨説明があった。 

・資料 3「入試広報室よりお願い」

技術長から、教育研究支援センター技術支援取扱要項の一部改正について報告があ

った。変更点としては、教育研究活動支援要請書について押印を廃止したこと、メール

でやりとりをすること、支援センターの班構成での対応となるため班長に直接提出する

ようにしたとの報告があった。 

総務課 人事給与係長より、更新された教職員証をまだ取りに来ていない教職員は、

総務課人事給与係まで、認印と古い教職員証を持ってくるよう依頼があった。 

以 上 

  次回教職員会議は，令和元年 10月 16日(水) 15:00-16:30に開催予定。 
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〇 鈴鹿工業高等専門学校試験問題同一性チェック実施要領 

令和７ 年４月22日 

校  長  裁  定 

鈴鹿工業高等専門学校試験問題同一性チェック実施要領 

１．目的 

複数年度あるいは同じ年度内の中間・期末試験、追試験、再試験、追認試験において

同一の試験問題が使われていないことの確認に関し、組織的な措置を実施するために

必要な事項を定めるものとする。 

２．試験問題の保管 

年度末までに全ての科目の中間・期末試験、追試験、再試験、追認試験問題を別に定

めるフォルダ内のクラス毎に設けたフォルダに科目毎のフォルダを作成し PDF 形式で

保存するものとする。 

３．同一性チェックの方法 

上記で保管された試験問題を OCR とパターン認識により同一性チェックを行う。類

似度が高い問題の組み合わせを抽出しリストアップする。本業務は点検評価担当が実

施し、結果を教務係（教育改善フォローアップ担当）と共有する。 

４．類似度が高い問題を出題した教員に該当科目を教務主事より個別に連絡する。 

５．教務主事より連絡を受けた教員は改善策を記入し教務係へ提出。 

６．提出のあった改善策について教務委員会で共有し、次年度へのフィードバックを行う。 

 附 記 

この要領は、令和７年４月２２日から施行し，令和７年４月１日から適用する。 
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◯鈴鹿工業高等専門学校定期試験等における問題作成、答案返却及び成績通知に

関する取扱い

最終改正 令和７年５月２８日 

  鈴鹿工業高等専門学校定期試験等における問題作成、答案返却及び成績通知に関する

取扱い 

１ 趣旨 

この取扱いは、鈴鹿工業高等専門学校学業成績評価基準および、鈴鹿工業高等専門学

校専攻科授業科目の履修及び単位修得に関する規則における、定期試験等（中間・期末

試験）での必要な事項を定めるものとする。 

２ 試験問題の作成 

以下のことに留意するものとする。 

（１） 試験の設問ごとに、「知識・能力」の文言に続けて、シラバスに記載した「授

業計画」の到達目標の番号を必ず明記する。

（２） 試験の設問ごとに配点を明記する。

（３） 出題された問題に対しては模範解答を作成しておく。

（４） 複数年次にわたり同じ試験問題を繰り返さないものとする。

（５） 試験問題作成・保存中は必ず自室に施錠するなどして、厳重に管理するものと

する。

３ 答案の返却 

以下のことに留意するものとする。 

（１） 授業担当教員は速やかに採点および成績入力を行う。

（２） 試験終了後の最初の授業あるいは定められた答案返却日に、答案は一旦学生に

返却し、学生自身による「知識・能力」の達成度の確認を行わせるものとす

る。

（３） 学生へ答案返却を行う際は、模範解答や採点基準を提示する。

４ 成績評価結果の通知と疑義に関する申立て 

（１） 成績評価結果の通知方法は以下とする。

・前期中間 担任より配布（本科１年生のみ保護者へ郵送）

令和７年４月２５日 

教務主事 裁定 
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・前期末  保護者へ郵送 

・後期中間 担任より配布

・学年末  保護者へ郵送 

（２） 学生は、通知された成績評価結果に疑義がある場合は、教務係から通知する手

段により期日までに申し立てることができる。教務係は、授業担当教員へ疑義

を確認し、訂正することがある。

附 記 

この取扱は，令和７年４月２５日から施行し，令和７年４月１日から適用する。 

 附 記 

この取扱は，令和７年５月２８日から施行する。 

鈴鹿工業高等専門学校定期試験等における問題作成、答案返却及び成績通知に関する取扱い
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平成 28 年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するア

ンケート調査（平成 31 年 2 月実施）集計結果の分析

1. Ｍ科進学

 英語によるコミュニケーションの基礎能力の身に付き方が低評価

 望まれる TOEIC スコアは 440 点以上及び 550 点以上が多い

 集計方法に関する不備を指摘された

2. Ｅ科進学

 全体的に高評価

 望まれる TOEIC スコアは 400 点以上及び 500 点以上が多い

 大学院合格者の平均点は 550 点くらい

3. Ｉ科進学

 全体的に高評価

 望まれる TOEIC スコアは 550 点以上が多い

 ３年次までに学んだ科目は、編入先大学では単位互換してくれないケースがある

から、４年でやった方が良い、との意見があった

4. Ｃ科進学

 全体的に高評価

 望まれる TOEIC スコアは 550 点以上が多い

 「高専での卒業研究においては研究の立ち位置や意義付けに対する部分がやや弱

かったのでは？と思わされることが時々ある。その点に意識付けしてほしい」との

意見があった

5. Ｓ科進学

 望まれる TOEIC スコアは 450 点以上が多い

 進学・就職で初めて一人暮らしを始める学生のためにアドバイスがもらえる機会

を作ってあげてはどうか、との意見があった

6. Ｍ科就職

 望まれる TOEIC スコアは 400 点以上が多い

7. Ｅ科就職

 英語によるコミュニケーションの基礎能力の身に付き方が低評価

 望まれる TOEIC スコアは「特に望まない」が多い

 基礎的な内容に不十分な理解が多い、の類似意見が 3 件あった（基礎学力が高い、

との意見も１件あった）

 在籍時の「電気工事士１種」「電気主任技術者３種」等の公資格取得を勧める意見

があった

 積極的な意思表示、情報発信が苦手で社会人としてのコミュニケーション能力不
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足を指摘された

8. Ｉ科就職

 全体的に高評価

 望まれる TOEIC スコアは 500 点以上及び「特に望まない」が多い

 社会人としてのマナーや働くことの意義についての教育を求める意見があった

 Excel のマクロ教育も求める意見があった

9. Ｃ科就職

 英語によるコミュニケーションの基礎能力の身に付き方が低評価

 「専門分野を主とした幅広い知識と技術を活用して論理的に思考し、課題を解決

できる能力」に関してやや低評価

 望まれる TOEIC スコアは「特に望まない」が多い

 カリキュラムポリシーの特徴が伝わらない、との意見があった

 メンタル疾患にかかる高専卒業性が増えているので、ストレス状態に強いタフな

精神力を持つ学生の需要が高まっている、との意見があった

10. Ｓ科就職

 英語によるコミュニケーションの基礎能力の身に付き方がやや低評価

 望まれる TOEIC スコアは 400 点以上及び 500 点以上が多い

 一般教養／常識がない、との意見があった（文章表現上、集計ミスの可能性有り）

 製鋼工程を間近で見る機会を作ってもらいたい、との意見があった

 論理建てた日本語の文章を書く訓練が不足していると感じる、読書を奨励してほ

しい、との意見があった

 入社時の英語力は不問だが、入社後の英語学習への積極性を重視したい、との意見

があった

11. その他

 早い段階から専門的な知識を就学することについて、進学先からは「単位互換の関

係で４年生から」との意見だが、就職先からは「早くから学ぶのは望ましい」と意

見が分かれている
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平成 28 年度 本科卒業生の「学習・教育目標」の達成度等 

に関するアンケート調査項目 

M 科進学： 
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記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「機械工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきまして

も、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・専攻科の場合は通算 7 年間という長い期間ですので，継続的な努力・学習の習慣育成が

重要と感じます。 

11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・実験装置の作成において、CAD ソフトを用いた設計から工作機械を使用して加工を行うこ

とに関して積極的に取り組んでいました。 

・期限が迫っても決して焦ることなく，何とか切り抜ける能力が身についています。

14．その他 

・貴学教職員と本学教職員との連携を、これまで以上に深めて参りたいと考えております。

引き続き、よろしくお願い致します。 

・御校からの学生を初めて研究室に受け入れましたが，他の高専（九州地区でポピュラー

な）の卒業生と同様に非常に意識が高く優秀です．上記の質問で「5.十分に身に付いてい

る．」としていないのは，本人に求めたいレベルの高さと卒業研究だけで十分に判断しきれ

ていないためとお考えください． 

・優秀な学生さんです。ロボットハンドの力学シミュレーション（CAD モデルに基づいた数

値シミュレーション）に関する卒業研究を行っていただきました。 

・このアンケートは依頼された人と全く関係ない他人でも，できてしまうのではないかと

思いました。 
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E 科進学 
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出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

記述： 

９．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「電気電子工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・「賛同」の意見が 2件 

10．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・当該学生が卒業研究で開発したタブレットアプリケーションの○○市の○学校における

実践の様子が新聞にのりました． 

・研究室ゼミなどでの英語文献の理解力，卒業研究の遂行能力，発表能力は他学生よりも

高いように思われます。 

・「特別研究を自主的に行っていることです。」同一意見が 2件 

13．その他 

・今後とも本学を編入学先に勧めて頂ければ幸いです。

・大学院進学予定ですので、これから伸びていくと思われます。

・TOEIC は○○大学では 1年次終了時に 400 点を最低合格ラインにしている． 院入試の

英語の点数は TOEIC のスコアを使用している．年によって変動が大きいが合格者の平均点

は 550 点ぐらいである． 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

I 科進学 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「電子情報工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・定めた側でもありますので，意見は特にありません．

・早い段階から専門教育を学習するのは、工業高等専門学校を卒業して社会に出る学生に

は良いことと思います。しかし大学への編入を考えている学生には、高校３年生までは基

礎教育に専念させてあげた方が望ましい気が致します。なぜなら３年次までに習得した専

門科目の単位は、大学で単位認定されないケースがあります。高等専門学校の最初の３年

間を高校と位置付け、次の２年間を大学の最初の２年間と位置付けてしまっています。課

程が異なるとはいえ、大学の理工系基礎科目や英語を学んでからの専門科目と学ぶ前の専

門科目ではレベルが異なるだろう、という考え方によります。 

11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・プログラムの実装能力は優れています．

・一般に工専からの編入生は、３年次の演習や実験の科目において、１年次から入学した

学生に比べて目覚ましいスキルとノウハウを発揮します。これはどの工専から来た方でも

同様です。 

14．その他 

・私は○○くんの指導教員ではなく、退学届を提出する際に面談をした学年担任の者です。○○くんは、昨春に本学を

自主退学しています。編入当初から、習ったことばかりを学ばされるので、やる気がなくなったと言っていました。電

気通信大学に編入された際に、工専で学ばれた多くの科目を、単位認定してもらえなかったそうです。そして３年次も

あまり学業には専念せず、彼はインターンシップといっていましたが、ベンチャー企業でアルバイトをしていたそうで

す。そして４年次の春に退学していきました。そのベンチャー企業で働くと教えてくれました。卒業研究着手をしては

どうかと勧めましたが、もう目は社会に向いていて、輝いていましたので、強くは引き止めませんでした。この機会に

お伝えするのが良いのかわかりませんが、高専から大学に編入される学生の少なくない割合が、３年次までに学んだ専

門科目を、学年が高校に相当するからとして、編入先で単位認定してもらえません。認定科目が少なくても３年と４年

で科目履修をすれば間に合いますため、卒業には支障はありませんが、たまにやる気をなくす学生がおります。大学に

は入れるのですが、周りと異なった時間割で過ごすからでしょうか。高等専門学校には、高等専門学校に関する規則等

があるかとは思いますが、編入を希望する学生の皆さんには、たとえ既習得の内容でも狙いや位置付けが異なるので、

もう一度履修できるのは却って有利と思っていただくよう、応援していただけたら幸いです。 

資料1-3-1-(1)-15

8

平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

C 科進学 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「生物応用化学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・明確な将来的な目標・方向性に加えて、勉学に対する高い意欲を醸成していただいてい

ると思います。 現在、卒業研究を行っておりますが、高専での卒業研究においては研究

の立ち位置や意義付けに対する部分がやや弱かったのでは？と思わされることが、時々あ

ります。その点に意識付けをいただくとさらに強い人材を輩出できるのではないかと思い

ます（大学人としての見方かもしれませんが）。 

・特にありません。今のとおりで十分だと思います。

11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・しっかり勉強する習慣が非常によく身についていると思います。 まだ、確定ではあ

りませんが、修得単位数と成績（GPA）により決められる成績優秀学生として、卒業時に表

彰される予定です。 

・御校の卒業生は，バランスよく知識を持っているものが多いと感じます。特に化学に関

する基礎知識，実験技能を身に着けており，大学編入後の学修，研究室配属後の卒業研究・

大学院特別研究の実施（指導内容の理解），成果の発信（学会発表など）に大いに役立って

おります。 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

14．その他 

・優秀な学生をお送りいただきありがとうございます。どこの地方大学も優秀な工学系の

人材確保には苦労しておりますので、個人的には高専との結びつきとさらに強めたいと思

っておおります。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

・Q4,5,6 の生物関連領域に関することについては，能力・技術を確認しておりません。た

だ，化学関連の知識については十分あるので，評価は５としました。技術者養成の教育は

大変重要ですが，同時に「技術者としての倫理観」の涵養も大切だと思います。企業が求

人活動で本系を来訪すると，必要な人材として，チームで仕事をするため仲間との意思疎

通する能力，仲間と共有できる倫理観・公徳心を身に着けたものを求めてきます。中学卒

業から５年間の精神的にも成長する時期を一貫で教育される高専であればこそ，実践的工

学教育だけでなく，人間としての行動の基本となる倫理観・公徳心を身につける教育（自

省の助けとなる教養の涵養）の一層の充実を願っております。 

・TOEIC は 600 点がラインですね。大学院入試時点での平均はもう少し上です。
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

S 科進学 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

記述： 

12．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「材料工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきまして

も、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・当社としても若く、高い知識・技能を習得した高専卒の方に注目しております。3つの方

針をホームページで拝見させて頂きました。最近の技術者には手法を重視される方が多く、

原理・原則という解析の根幹となる部分が疎かに見える時があります。貴校の教育理念を

一人でも多くの学生に浸透させ、即戦力の技術者を輩出される事をお願い致します。 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

13．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・研究活動において、これまで学習してきた知識に基づいて実験で得られた結果を解析す

るとともに、わからないことがあった場合には必要な知識を自主的に学習することができ

る。 

・学会活動において、大学院生と同程度の発表や質疑応答ができる。

・基本的な事項は充分習得できていると思われる．先輩からの指示，指導等に対してもほ

とんど対応できる点は高専生ならではだと思います． 

・技術・知識としてはまだ未熟なものの、与えられた課題に真摯な態度で臨むという姿勢

は好感が持てます。現在は設備管理、製品管理の傍ら省エネ活動にも積極的に取り組んで

おります。伸びしろはあると思いますので、当社としても徐々に力を付けていける様に支

援していきたいと思っております。 

16．その他 

・貴校の卒業生の中には進学、就職等で初めて一人暮らしをされる方も多いと思います。

その心構え等を先輩卒業生からアドバイスしてもらえる機会はありますでしょうか。その

様な機会があれば進学先・就職先でもスムーズに環境に馴染めるのではないかと思います。 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

M 科就職 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

 

記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「機械工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきまして

も、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・現場での実務経験を積む際の基礎知識があり、非常に良いと思います。専門教育段階で

設計・電気などの国家試験の取得促進していくことによって、さらに即戦力な人材の育成

になると思います。 

・"○○さんは生産技術部で業務を行ってもらっているが、業務を進める上での基礎知識と

いう部分では新入社員として問題ないレベルと考えています。 " 

・弊社での１年目は生産部，品証部等の研修が中心であるため判断が難しいので，申し訳

ありませんが『3』とさせていただきました。 

・弊社には高専卒の方も多く在籍しており、私自身も高専卒のため高専の早い段階からの

専門教育学修は企業にとっても即戦力度合が高く、良いカリキュラムだと感じております。 

11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・建造船の試験運転において、機関室の振動の計測、その振動箇所への対策検討、客先へ

の説明を○○さん一人で対応/完結させたことを非常に評価しています。 

・ものづくりに置いて必要なＣＡＤ図面の見方が理解できているので、図面をみて計算式

からプログラム作成する値を導き出して、仕様書として必要なまとめが出来ていると感じ

ます。また問題点に対して知識と技術を活用し、解決しようとして前に進めていく能力が

あり判らなければ都度確認して対応しております。 

・生産技術部では既存設備の改善や新規要素研究などの現場に入り込んだ業務があり、知

識だけでなく現場力も必要である。その点では大学卒よりも実習などが充実している部分

は良いと考えます。 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

・ものづくりが好きであることを大変評価します．

・新入社員論文等の資料に関して纏め方が論理的。また、発表自体も分かり易いことから

貴校の教育の成果と考えております。 

・弊社の工作機械は、お客様の注文に応え、一品一品作り上げています。その業務の中で、

○○さんは、お客様の要望に応えるために、早く、正確に、機械の立ち上げを行ってくれ

ています。 

14．その他 

・Ｑ１＆#12316;Ｑ４については、まだ実務と直結していないため期待を含んだ回答となっ

ています。一方、○○さん個人の個性/能力によるものかもしれませんがＱ５＆#12316;Ｑ

９の回答通り○○さんに対しては貴ディプロマ・ポリシーは達成出来ているのではないか

と考えております。 

・本人に対してヒアリングしたもののベースをもとに判定した結果を記載させていただき

ました。全体的に少し厳しめな判定にはさせて頂きましたが、期待も込めての現状を率直

に記載させていただきました。貴校卒業生には、今後も期待しておりますので、これから

もどうぞ宜しく御願い申し上げます。 

・特にありません

・"○○さんも含め、高専生は基礎学力は高いと感じております。一方で、企業規模が大き

くなるほど多くの方と協同で業務に取り組むため、基礎学力以外にもコミュニケーション

力や報・連・相、及び期限管理意識も強化していくと更に良いと考えます。 " 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

E 科就職 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



 

記述： 

９．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「電気電子工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・即戦力となる人材育成に引続きご協力願います。

・専門的な知識習得も必要ですが、人とのコミュニケーション能力 UP についてさらに力を

入れて教育いただけますと社会に出てもスムースに業務に溶け込めると思います。 

・断片的な知識は豊富と感じるが基礎的な内容に不十分な理解が多いと感じるので基礎学

習掛ける時間を増やすことを提案。 

・一般教養、工学知識・技能をバランスよく習得する内容を維持してください。

・早い段階からより専門的な知識を習得させようとする方針は非常に良いと思います。一

方で、そのために、基本的な知識の習得が不十分になることが懸念されます。個人の理解

度に合わせ、柔軟にカリキュラムを組めればより効果的な育成ができるのではと思います。 

・" 就学中に「電気工事士 1 種」、「電気主任技術者 3 種」等の公資格を取得されますと、

より即戦力として我々の職場に限らず、工場内でご活躍できると考えます。" 

・全てのカリキュラムを高次元で理解するのは大変難しいことだと思いますので、自分の

強みを１つでも持って卒業できると強いと思います。（例えば、回路に強い、制御に強い等） 

・鈴鹿高専で学ばれた、電気電子工学科の基礎知識は、弊社の設備開発に大きく貢献され

ております。特に、電気配線・制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計など、新装置設計に関わる開発を主に対応

し、技術力向上に向けて取り組んでもらっております。 

10．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・入社 2年目ながら、他者と協働しながら課題を解決する能力（Q6.）を養ってみえ、助か

っております。 

・"なかなか学んだ知識を生かせる業種ではないですが、その中でも 1つ 1つの業務を愚直

に進めている点がディプロマ・ポリシー「7.様々な技術を社会に役立てるために必要な高

い倫理観」に当てはまるのではないかと考えております。 （具体的な事例でなく申し

訳ありません）" 

・新規設備導入による上司へのプレゼン力とメーカー様との細かな打合せや設備改良が発

揮出来ていると思います。 

・私（上司）も高専卒ですが、幅広い知識と基礎的な工学を学んでいる高専生は今の日本

企業のデマンド（必ずしも学校での専門を業務とするわけではないが、一般的な知識とコ

ミュニケーション能力と工学的な思考能力が求められる）とマッチしていると思います。
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析
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・○○さんは生産技術部の業務は現場に近い技術者という立場であるため、現場力は非常

に重要です。その点では大卒よりも業務の習得能力は高いため、実習などのカリキュラム

は有効と考えています。 

・何事にもまじめな姿勢で取り組んで頂いており、組織の成果に貢献頂いております。

・ 基礎学力が高いので、統計的手法の教育で得た知識をすぐに実践に活用し、課題解決

のワーキンググループにおいて中心的に活動されています。 

・開発秘の関係上詳しくお話しできませんが、電気の知識を活かした面で大変活躍してく

れています。 

・ここ数年、新規事業関連の業務を立上げた事で、ｽﾎﾟｰﾂ用途以外での生産装置開発が必要

となり、過去取組んだ事のない課題にﾁｬﾚﾝｼﾞしてもらっております。 

13．その他 

・今後の更なるご活躍を期待しております。

・"Q12 にて「特に望まない」と回答しておりますが、入社前の通信教育で語学の勉強して

いただいております。採用の時点では TOEIC の点数に決まりはありません。" 

・積極的な意志表示、情報発信が苦手と思われる節があり社会人としてのコミニュケーシ

ョン能力がやや不足している。この点について指導して頂けると有難い。 

・"英語能力は業務により必要度は変わり、必要に応じて伸びるものだと考えますので、英

語に拒否反応がないレベルであれば問題ないと考えます。また、弊社に入社していただい

た方のレベルは弊社としては満足できるレベルです。" 

・ 優秀な人材を迎え入れることが出来、助かっています。彼を中心に当職場の若年層の

スキルアップに期待しており、今後も彼のような人材が当社を選んでいただけたら幸いで

す。 
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I 科就職 
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記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「電子情報工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・"ものづくりのための「課題解決型科目」に重点を置かれていること、大変素晴らしく思

います。貴校学生様が卒業後、はたらく上で、多くの人や物と関わることは必ず発生し、

また制作したものが多くの企業・ユーザーの方によって必ず使われることになるかと思い

ます為、是非、「社会の中でどのようなクリエイターになるか」「社会にどういう価値をも

たらしたいか」を考えることのできる力を養って頂ければ幸いでございます。" 

・早い段階での、世間に通用売る知識の習得は御校卒業以外の卒業生と比べても大きなア

ドバンテージになると思います。 

・早い段階から専門的なことを学ばせることは、大変重要なので共感できる。

・"航空分野において、電気・電子・情報の知識の必要性は非常に高まっています。早い段

階での専門教育については期待しております。" 

・"専門知識の習得が主体である事は理解できるが、就職後、即戦力として社会人としての

基礎的なマナーや働くことの意義についての教育があってもよいと思います。当然、入社

後に企業側で実施すべき研修カリキュラムなのですが入社後の研修で基礎的な部分を意識

付けされた人との差がでているように思われます。（個人的な部分はあるとは思います

が・・・）※ディプロマポリシーの８．に該当する事項だと思いますがカリキュラムのタ

イトルだけだと実際にどのような教育がされているか解りずらいのでカリキュラムの内容

を説明いただけると意見しやすいです。" 
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11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・得意の折衝にて行き詰まった際、自らの考えを持ちつつ、上長に判断を仰ぎ対応するこ

と。 

・昨年から本社の情報システム課の事務業務に携わり、書類の処理・各種システム設定な

ど日常の一般業務を単独で行えるようになった。情報システムに関する問合せだけでなく

広範囲の問合せがあるが、適切に対応出来るようになった。 

・『世界に羽ばたく創造的エンジニア』を意識しており、他の人間が敬遠しがちな海外での

業務も苦にせずに積極的に取り組んでくれた点。 

・自身の強み・弱みを理解し、仲間と共に成長を見せている。

・情報システムの知識に関しては業務で利用する専門用語の意味を、あらかじめ理解して

おり業務遂行する上で手順書等を渡されただけでも、すんなり対応できているので基礎的

な教育は十分されていると思われます。 

14．その他 

・社会に出て貢献する為に必要な知識また、高度な専門知識を身につける御校の考えを十

分に理解し実行していると思います。 

・情報技術の収集・理解能力は大変高い、経験がなく、自信を持っていないものでも、先

輩の助言を仰ぎながら、各種システム及び会社の他分野仕事を周りから学んで貰えればと

良いと思われる。 

・高度なプログラム知識と共にＥＸＣＥＬのマクロ教育もして頂けると、簡単な業務改善

などが可能になり、企業での即戦力になると考えます。 
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C 科就職 
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記述： 

10．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「生物応用化学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきま

しても、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・ディプロマ・ポリシーは極めて適切かと思いますが、それを支えるカリキュラムポリシ

ーが、貴学ならではの特徴が伝わりません。特に強調したいポイント、力を入れている部

分等が学科ごとにあれば、ご記載いただけたほうが好ましいのではないかと感じました。 

・専門教育の早期学習は良いことと思いますが、枠組みにとらわれない応用力・発想力・

改善能力（問題提起力）の強化にも取り組んでいただけると、さらに良いように感じます。 

11．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・物事に対する改善の意欲は見受けられる。また、それを相手に分かり易く表現しようと

する努力がある。当社の社員に、毎月業務に対する改善の提案書を提出するよう課題を与

えているが、担当エリア内で協議をし、分析、解析を行い、成果を上げている。 

・過去から続いている分析・試験方法の習得に関して、原理理解を深めるための努力を惜

しまず、早期に習得することができた。また作業内容の改善およびマニュアル化について

も、組織系統立てて実行することができた。論理思考力が高く、プレゼンテーションが聞

き手のためのものになっている。高専卒業生としては極めてレベルが高い。 

・業務の目的や意図についての理解が比較的スムーズで、目的を達成するために実施すべ

きことをロジカルに考えて進めることが出来ています。 

・プレゼンテーション（人前で話す）等でも物怖じせず対応できていると感じています。

資料1-3-1-(1)-15

25

平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



・自発的に自分で考えて行動できる人材が育っていると感じております。

・分析結果を自分なりに考察して報告している。新しい分析手法を考え、実行に移してい

る。 

14．その他 

・積極的に採用したいので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

・人柄、仕事に対する姿勢、学習意欲が高く、学生時代に適切に指導を受け、良い環境で

学習したことが伺える人財です。 

・"新卒全体に言えることですが、メンタル疾患にかかる高専卒業生が増えております。本

人の性格に起因するものも多いと思いますが、ストレス状態に強いタフな精神力を持つ学

生の需要が高まっておりますので、情報共有として記載しておきます。、" 
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S 科就職 
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記述： 

12．ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するために、早い段階から専門教育を学修

するための「材料工学科 カリキュラム・ポリシー」を定めています。これにつきまして

も、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・"早い段階から専門を学ぶ事により、その分野に興味を持つことに繋がり、 良い取り

組みと思います。" 

・教育課程系統図も拝見しましたが、このカリキュラムを完璧に遂行できているとしたら

大変素晴らしいと思います。 

・金属(鉄・非鉄)、無職・有機、材料物性、物理化学と幅広い材料工学のカリキュラムが

組まれているのが非常に良いと思います。あとはそれぞれ応用が効くところまで掘り下げ

られるかが課題なのかと感じております。 
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・複合材料、Additive Manufacturing、強度解析は非常にニーズが高く必修化範囲を広げ

ることでより即戦力としての活躍の場が広がると思います。また英語教育は、大学でも理

数系特有の表現（数式や表、グラフの読み方・書き方）を教えるところが少なく、海外の

技術者とのやり取りで弱点になっているので、逆にここの教育に力を入れることはアドバ

ンテージになると思料します。

・高専の特徴である５年一貫教育課程において、貴校の社会に貢献できる有能な人財・グ

ローバルに活躍できる人財の輩出を視野に入れた教育方針は、弊社における人財育成方針

にも通ずるものであり、感銘を受けております。 

・なかなか 2 年や 3 年の範囲内で専門的なところまで深く探求することは難しいと思われ

るが、まずは工学に対しての最低限の考え方の知識教養は幅広く身に付けていただけるカ

リキュラムポリシーになっていると思います。

・物事、事案に対して考えることが出来る。困難な事案にあたったときに解決する糸口を

見つけるため専門的知識は大きく影響すると思いますので、早い段階から専門教育をおこ

ないより深く理解することは有益であると思います。 

・早い段階からの専門教育は、高い目標と動機付けを修学者に対して与えるものであり、

またそれを身近に感じさせるのに最適とかんがえ、高く評価しているものである。 

・○○さんお一人しか存じ上げませんが、一般教養/常識はございません。特に対人関係の

構築については、本人の性格も有るかもしれませんが、会社内/他部署/他組織と良好な関

係を築いています。また工学全般についての知識もあり、弊社内の専門的な取り組みを行

なうペースとして、十分な知識を有していると考えております。 

・"現在の職務は鍛造製品の品質保証業務をしております。直近で材料に関する業務に従事

する事がありませんでしたが、実際の製鋼工程を確認した事が無い（見学した事が無い）

との事でした。業務を行う中、鋼材ﾒｰｶｰで製鋼工程を自分の眼で確かめてもらう事により、

知識向上に繋がると考えます。厳しい授業時間ではあると思いますが、製鋼工程を間近で

見る機会を作って頂けたらと思います。入社後、2社の製鋼ﾒｰｶｰに出張して頂き、知識向上

に努めております。僭越ではございますが、ご検討の程、よろしくお願い致します。" 

13．本校の教育の成果として発揮できていると考えられる具体的な事例等がございました

らご記入下さい。 

・"ものづくりに関して自分で考え、その考え方を積極的に発言している姿を見ます。そう

いった点は、専門性やコミュニケーション性を身に付けている証拠なのかと思います。" 

・仮説を検証する作業において、他に実施事例がない実験を実験道具から観察方法まで自

分で考えながら進めて行けている。 

・"若さを最大限活かして、フットワークも軽くよく動いてくれます。またコミュニケーシ

ョン能力が高く、現場のベテラン社員からもかわいがられています。 問題には粘り強く

取り組んでおり、最後までやり遂げることで自身の成長にもつながっています。" 

・"新入社員として就業以来、弊社の研修・訓練課程を順調に消化し、業務遂行をしながら

成長しております。その中で特筆すべきものとしては、弊社に新機械導入の機会があり、

海外メーカーへの派遣メンバーのひとりとして訓練を受け、吸収した知識を帰国後に実務

へ活かすといった経験をしております。こうしたことを通じて、技術者としての実力を発

揮しつつあるということが、貴校の教育成果の賜物であると考えております。" 

・実際の仕事の中では学んでいたことをそのまま継続するような場面は少ないですが、過

去に触りでも学んでいたことを応用し使う場面は多く、その点では仕事の説明・取り組み

がスムースであった。 
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・弊社はコーティングメーカということもあり、多種多様な材料（金属材料をはじめセラ

ミックスなどの無機材料等）を扱っております。その中で材料特性に関する知識をある程

度持っているため、扱いがはじめてのものにおいても物性、特性の把握・理解が早く出来

ていると思います。 

・自分自身で文献調査をして、自ら問題点を解決しようとする姿勢が身についています。

・現在生産技術部で業務を行ってもらっており、現場に近い技術者という立場で問題発見

と対応力の部分で力を発揮してもらっている。 

・現在生産技術部で加工部品の工程設計を担当してもらっており、図面の知識及び材料の

知識は役立っていると考えます。 

・現在担当している業務は材料に特化した業務ではないが、機械加工・表面処理・熱処理

に関しても材料は基礎知識として必要であり、今後この知識は発揮されると考えています。 

・本校卒業生はおしなべて、努力と工夫ができる人材であるという印象を持っている。そ

れはおそらく教育の成果ではないかと考える。 

・製品製造にあたり作図/製図を行なう機会が多々ございます。CAD を駆使して加工前の製

品寸法から加工後の完成品をイメージする業務もございます。これも難なくこなし、自部

署メンバーとの意見交換も積極的に出来ています。色々な ITツールはこれからも必須とな

りますので、このような部分は非常に貢献しています。 

・ 現在、卒業生社員は、生産部門に所属しており、液晶ディスプレーに使用するカラー

フィルターの材料となるカラーインキの生産を担当しています。その中で、これまでの知

識や能力を生かし品質安定化や高効率化に繋がる改善活動に取り組み、成果を上げていた

だいております。 

16．その他 

・最近の新入社員全般に共通なのですが、論理立てた日本語の文章を書く訓練が不足して

いるように感じます。きちんとした文章を読む機会が少ないこともその一因と考えますの

で、在校生には読書を奨励していただければとおもいます。仮に ITの進化で英会話の重要

性が下がったとしても、論理的思考能力の価値が色褪せることはないと考えます。 

・"現在、○○社員が取り組んでいる業務においては、材料工学の知識を大いに発揮すると

いう場面が少ないことから、上記ご質問の中には評価点が低いものや、点数を付けられな

いものがございます。これは、○○社員個人の知識・能力が身についていないという意味

では決してございませんので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

・一人で考えるだけでなく、先輩や同僚と話し合う姿も良く見られ、学校教育の中でも問

題解決を話し合いの中で進めることを実践されたのではと感じた。 

・今回の該当者は編入生なので一般の方とは異なると思います。

・"弊社の求める新入社員として満足できるレベルと考えます。今後も弊社の採用にご協力

お願いします。" 

・"弊社の新入社員に求めるレベルとして満足できるレベルと考えます。 今後も弊

社の採用にご協力お願いします。" 

・生産技術部の業務は現場に近い技術者という立場になるため、貴校のように実習等に力

を入れより実践的な教育は弊社として採用したい人財が育つと考えています。 

・今後ともその方向で展開していただくことを希望する。
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料



・"製造業での業務は工学基礎/電気電子基礎が必須と考えております。学部により専門分

野は異なってきますが、ものつくりとしての基礎を備えた学生を輩出して頂き感謝してお

ります。また英語力に関しては、入社時の英語力は不問でございますが、入社後の英語学

習への積極性を重視したいと考えております。記入：○○株式会社 ○○工場 ○課 " 

・入社後、経験を活かせる業務とは違う鍛造工程での業務となっていますが、積極的に他

部署との折衝や自分の意見を述べており、学校側での教育の成果と良い人材を送り出して

頂き、感謝しております。本人も将来は材料を中心とした業務に就きたいとの事ですので、

鍛造で製造知識を習得した後、材料関係の業務に就かせたいと考えます。 
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平成28年度本科卒業生上司による「学習・教育到達目標」達成度等に関するアンケート調査集計結果の分析

出典 : 平成30年度第1回自己点検評価・改善委員会資料







2週 生成AIを活用して実現したい課題の抽出（企画）
（10/9予定） 生成AIを活用して実現したい課題を抽出する（企画）

3週 課題の改善策を創造する（設計）
（10/30予定） 課題の改善策を創造する（設計）

4週 課題の改善策を創造する（設計）
（11/13予定） 課題の改善策を創造する（設計）

5週 課題の改善策を創造する（設計）
（12/4予定） 課題の改善策を創造する（設計）

6週 成果発表準備
（12/18予定）

最終発表に向けた資料作成及び的確な説明ができるよ
うにする

7週 成果発表
（1/15予定） 成果発表を実施する

8週 成果発表の振り返り・評価
（1/22予定） 成果発表での評価を振り返りをする

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 50 0 0 0 0 50
専門的能力 0 30 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 20 0 0 0 0 20
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